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･.95. 新穀虫封 dipterexにつし､て｡
I

虫近の含燐殺虫剤の研究は主として輔乳動物に対す

る磁性が少く両も殺虫作用の強い化合物の探究に向け

られている｡この憤向の現われの一つとして既に

malathion,chlorthion等が発見され乗用に供されて

いるわけであるが,.矧こ最近 dipterexが発見され一

部で粥川されつ あゝる｡

Dipterexは1(J52年にBayerI-13/59と呼ばれた

化合物で化学梢近は

E幣 "o"ccl' ch:yis:r;xtlF;2;･:2hLy:ls-:i=

nateで棚乳動物に対する出仕が比較的少くイエバエ

の削除,或いは家帯FT]等に特に有効と云われている｡

合成r:Chloralとtrialkylphosphiteの縮合によ

って0,0-dialkyl0-(2,2-dichloroethenyl)-phos･′
phatcが孔きられることが知られているが,こ にゝ和ら

壬主8'p-oR+CCl･二CHO-畏8>冨-0-C･1-cc12
0

れる phospha!?類は何れも強い殺虫作用を有すると

柑こ帖乳動物に対する毒性も強いfl･わ ｡

-方chloralとdirnethylphosphiteが縮合した場

分は上の反応と全く興り0,0-dimethyl1-hydroxy-

2,2,21trichlorophosphonateが柑 られる(1㌔ 既に

(Jialkylphosphiteとaldehyde又は ketoneとの

琵8'p-oH･R'･CIIO一 芸8'訂-cH-･F′ ～1
0､OH

反応に関しては Abramovtき)及び Field(5)の研死が

あり前者はリチウム又はナトリウムメチラートを,後

者は▼trimethylamineを縮合触媒としている｡Idiに

Craig等巾はchloral又はbutylchloralとphos-

phite'ester斑特に･thiocyanoalkyIesterとの縮合に

より教虫性化合物を得る特許を得ている0--矧こBar-
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thel等(7,によるとaldehydeカ皇chloralの場合は触

媒が不要で相に dialkylphosphiteと氾ずると発熱

しながら反応し反応後の紙製が容易であると云われる｡

性質 :Dipterexは水溶性の固体(純晶はmp.78-

800)で分子iiq測定によると2分子状憎にあると云わ

れる(4)｡水溶液は室温では比較的安定であるがアルカ

')浴液では極めて興味軌 ､転位を超すく8)｡即ち弱アル

カT)水溶液で処理すると1モルの塩観を脱離しその紙

果殆ど水に不浴の物質を生ずる｡このものについては

次の3つの構造式が考えられる｡

諾;8>旦
L.
-C-CllCl2
1l′
0 m

0 0H
1 -HCl

詑 8>旦-C-cch- -H
CHnO
CH30

CH0
CH30

b

ll
>PI0-CJI-CC12

甲
0
11
>p-C-CC12

ム‡ (3)

そこで跡見 比重,屈折率等の物理垣数の別荘及び亦

外吸収スペクトルの検討の結果から(2)の描出式が正し

いことが判明した｡この転位はphosphonateがphos･

phateに転位する最初の例で理論的にも興味だ凱 ｡ヽ

哨乳動物に対する毒性:Dipterexは含蜂殺山剤の

中では比較的砧性の少い化合物で動物試験の船脚ま次

のようである｡即ち鼠に径口授与した場合のLT)BOは

459mg/kgであり,蹴段内注射の場合の LD60は別,

モルモット,リ､ツカ鼠の場合夫々225,300,50(ヤ /kg
であり,又皮下注射ではハッカ鼠の場合 LD50が400

mg/kg,であった｡これに比較してTEPP,Parath-

ionは鼠に対する脱艦内注射の場合に LDGOは夫々

0.85,4mg/kg であり1､dif'ltctexをアルカリ処理

して得た脱塩顧生成物では跡 こ径口投与した勘合に.
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LD50が 2TJmg/kgであった｡Cのように7TltL:が比較
･的少い関田については DuIIoisl.SdlJの研兜によると

次のJ:うである｡.'iL比和_nによってLiiずる蛇lAは他の
合瞬殺山剤の糊合と柑めて.上く瑚似しているが.作用

継杭柑tUが柁めて如く致死In以下の糊合は数柑ETU後に

肺 はきれて完全に担1糾する〇一万コ))ンエステラ--L･'

阻止作用については inI,iLroではその作用が他の合

賄殺虫剤の場合とよく似ており.inI,.'voでも襲い阻

止作用を示す｡又生物学的方法で被超した動物の血私

紐紙等の分析した処急速に消滅してゆき.尿中には不

変のま でゝは殆ど排他されないことがわかった｡従っ

て dipterexは動物組織内で急速に分解節超されてゆ

くと考えると詩性が少いこと及び作用継杭時間の突軌､

ことがよく説明できる｡

殺虫作用 :Diptcrcx及びその脱城取生成物のイエ

バエに対する LDIOOは次の皿りである｡

dipterex 脱塩懲生成物

は触招 0.1y 0.01㍗
食 ilJ 0.03y 0.005γ

又 dipterexを用いてイエバエの100%致死に安する

時間は0.01%で11分,0.001%で24分,0･0001%で
280分であった｡卿 こdipterex,diazinon,malathi-

onを砂矧 こ混入して粒状化し乾燥詔餌を-m製してイ

ェバエをFT]いて享ii性の比較試験を行うた処(70'何れも

0.1%で16時間で99%死滅した｡切に氾皮を市めると

時間を短縮できた｡又これらの亨''3机の降存試験では,

dipterex,malathionは1ケ月では効力は殆と変ら

ないが,diazinonのみは雌かに効力が減退していた｡

この外年,鶏等の家市小用用として野夕f試験を訪ねて
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いるが.何れも良好な約兄Ti･柑ている｡又極めて容易
･にi抑托 して肘 r]できるのが特出である｡
又 E.II.lhTJCrSな くJlJは･W.F.a.lrthel等(7,め

分成した0.0-dj.llkyl'1,._1,I.'-trichlor0-1-hydroxy-

L･thylphosph.ltCm5打及び火々の脱胎敢生成物に

ついて舵抗性及びJf=航抗批イエバエに対する tD50,
及び='ヰプ')のコ')ンエステラーゼの50%附止氾度を

求めている｡
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非披抗性及び庶抗性イエバエにおけるγ-DECの挙動｡
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現在迄放射牲同位元邦にJ:る殺虫剤の抵抗性の関田

の研兜には主 として CHTl)r)Tがmいられていた｡

水和岱は CNを含む γ-71lICを用いて非抵抗性及び

JiITCに拭抗性のイエバエ (MuscadomesLica)の両

:捌こついてy-1mCの挙動を放射化学的方法にJ:つて

研兜した｡ 3J:映万蛇の大要はペトリ血中の γ-IIIIC

を汝みこませた柑紙上にtJは虫を入れる方法.及び予
め )･MICの柑脱を1iする三ITJ瓶にtJt試山を入れる

方法がとられた｡この処理の後,lrUは (I.Sci.Food.

f̂rr.5,2･-)2(lot-A))に述べたように先ず四肘化災辞書

で沈滞 して狩られるものを 〝oIJtSide"部分 とし次に

摩細して四塩化炭糸で "inside'部分を抽糾した｡之

等の抽出物は夫々ペーパークロマトグラフィで宋変化

部分 (yIBHC)と変化部分に分けた｡

之等の試験の結果次のような結論がえられた｡先ず

拭tJLL'性のイエバエでは非抵抗性のものより四塩化炭素
仙Ill物 ('insi(le',"outside"共)中の放射能が少い

ことがわかった｡然しこれらの抽出物のペーパーク.I,

マトグラフイではその放射性化合物は殆どγ-BHCの

ま でゝあることがわかった｡覇王にこの両種のイエバエ

巾に吸収された)I-1mCの一部は四塩化炭素で抽出さ
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